
ミシェル・ジャンヌレ教授特別講演

「17世紀におけるエロティスム」

2001年9月、京都大学文学研究科は、日本学術振興会の招聰事業にもとづき、スイスのジュネ

一ヴ大学教授ミシェル・ジャンヌレ氏を一ヶ月の予定で迎え、2度の連続講演をはじめ、研究者

との会合など学術交流をおこなった。以下に収録するのはこのときの講演原稿である。

ジャンヌレ氏は1940年生まれ、ヌーシャテル大学およびケンブリッジ大学で勉学された後、ジ

ユネーヴ大学で教鞭を執られ、とりわけ16・17世紀フランス文学について研究を続けてこられ

た。マルセル・レーモン、ジョージ・スタイナー、ジャン・スタロバンスキーといった輝かしい

ジュネーヴ学派の批評の遺産を継承した同氏の独特の研究スタイルは、パリを中心とするフラン

ス文学研究のややもすると中央集権的な視座から解放された、自由な切り口にその魅力を負って

いると言えよう。

主要な著書として、次のものがある。

一Po65’θθ撹γσ4伽oηわ’わ勿κε4πXV1θ5諺61θ．　Rθ6乃θκ乃θ55’γ1ゴs診勾〃θ55〃γ1θ5ρ4γ2ρ乃γ45θ54θ5

ρ54κ吻654θ、Mβアo’∂M61乃676θ．　Paris，　Corti，1969．

『肋1θ’診γθρθγ伽θ．E6γ吻7θθ増）1ゴθ4碑51’ω卿γθ4θNθア〃41．　Paris，　Flammarion，1978．

『Dθ5〃zθ’54θ5〃zo’5．．B4π9〃θ’5θ’ργoρ054θ診8わ’θ∂14　Rθπ4∫554η68．　Paris，　Corti，1987．

『Lθ4朔4θ55癬θ5．Rσわθ」σゴ5θぬαゴ5θ4θ1’碗θ7ρア4励o励10　R8纏55朋6θ．　Orl6ans，　Paradigme，

1994．
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